大田原で使用される扶桑社版教科書に反対する

―意見広告掲載のお願い―

私たちは２月４日に大田原市で韓国のカン・ヘジョンさんをお招きし、扶桑社版教科書の使用に反対する日韓友好の集いを開催しました。満杯となった会場は熱気に溢れ、扶桑社の教科書使用にノーの大合唱となりました。

私たちはこの力強い声に励まされ、第２弾として意見広告を掲載し、侵略を美化する「あぶない教科書」扶桑社版教科書の実態を大田原市を始め、全県民に知っていただこうと決意しました。くどいようですが、大田原の中学校の教師と生徒はこの４月から扶桑社版の歴史、公民教科書を使うことになり、戦争を肯定し平和憲法の改悪を促す教科書で教育されようとしています。しかも、扶桑社版公民教科書は全国でたったの０．１９％しか使われておりません。如何に大田原の教科書選択が異常かおわかりいただけると存じます。

私たちはこの事態の状況と深刻さを広く県民に意見広告で訴えます。皆様方の絶大なるご理解・ご支援・ご協力を切にお願い申し上げます。

　また、意見広告には多額の費用を要します。かつ時間も限られております。恐縮ですが広告紙面にお名前と肩書きを入れさせていただくのは、１口 ５，０００円以上の方に限らせて頂きます。カンパもご協力の程、よろしくお願いします。但し、いただいてもお名前を掲載できないことをお許し下さい。

	掲載時期：　　２００６年　４月　１日

掲 載 紙：　  下野新聞

振 込 先：　　郵便振替　００１４０－８－５９４０４６

　　　　　　　　口 座 名　　とちぎ・子どもと教科書全国ネット２１

賛 同 金　　　１口　５，０００円

〆 切 日　　　２００６年　３月２７日


連絡先

とちぎ・子どもと教科書全国ネット２１準備会（旧「日韓友好の集い」実行委員会）

〒320-0837 宇都宮市弥生2-14-17石川税務会計事務所気付

Tel ０２８－６３８－１２３１　 FAX ０２８－６３８－１４８８
呼びかけ人一覧

＜５０音順・敬称略＞　　　　　　　　　　　

秋元照夫（税理士）　　天野英二（日本ﾊﾞﾌﾞﾃｽﾄ連盟宇都宮ｷﾘｽﾄ教会牧師）　　　石川浩三（弁護士）　　　　石川輝雄（税理士）　　一木　明（弁護士）　　　大木一俊（弁護士）　　　太田うるおう（弁護士）　　　　　春日文雄（宇都宮大学名誉教授）　　久世　了（明治学院学院長　子どもの未来を守る会代表）　　　　　　桜井　欣（非核の政府を求める会事務局長）　　佐藤秀夫（弁護士）　　白崎一裕（黒羽から歴史と教育を考える会代表）　　須藤　博（弁護士）　　高橋昭彦（小児科医）　　高橋信正（弁護士）　　田上　中（税理士　下都賀地区教科書問題と教育を考える会代表）　　田中徹歩（弁護士）　　西山智彦（映像文化労働組合）　　日野川勇一（税理士）　　平山正道（日本ｷﾘｽﾄ教団四條町教会牧師）　　真下弘征（宇都宮大学教育学部教授 河内地区教科書問題を考える会代表）　　宮本栄三（宇都宮大学名誉教授）　　米田軍平（弁護士）　　若狭昌稔（弁護士）　　若林英二（前国分寺町長）　　　　　　（以上２５名）

FAX　０２８－６３８－１４８８　申込はできるだけFAXでお願いします
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．切り取り不要　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

	氏　　　名
	住　　　　　　　　所

	
	

	電 話 番 号
	肩　　書
	氏名・肩書掲載 ○印

	
	
	可　　　　不可


	氏　　　名
	住　　　　　　　　所

	
	

	電 話 番 号
	肩　　書
	氏名・肩書掲載 ○印

	
	
	可　　　　不可


· 意見広告には、賛同者のお名前と肩書を掲載します。肩書は弁護士、大学教授、自営業、年金生活者、主婦、学生など記してください。楷書体でご記入願います。

	振込金内訳　　　　　意見広告　　　　　　　名、　　口　  　，　　　　　円　

　　　　　　　　　　　　カ ン パ　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合 計　　　 　　，　　　　　円


